




を預かり、その間にお母さんたちが美容
や、カフェでお茶、ジムで運動し自分ら
しい時間を過ごせるような空間をつくる。

シングルマザーの住居施設の真ん中に
は広いスペースを作り、お互いを助ける
互助のコミュニティ空間を作りたいと動
いている。認可の問題もあり、すべてで
きるかどうかは未知数のところはあるが、
具体的な構想のもと、実現できるように
動いている。同じエリアに保護ネコ施設
があり今年の３月にオープンしている。

介護医療の DX 化
デジタルソリューション事業を始めた

きっかけは、介護施設に入りたい方が全
員施設に入れるわけではなく、また介護
は必要でも自宅にいることを望んでいる
人もいる。在宅でも介護施設に入居して
いるような環境をつくりたいというところ
からだった。

業界初となるビデオ通話型ナースコー
ルアプリの開発を 2019 年から本格的に
はじめ 2021 年には「イツモツナガル」
を全国販売開始している。家にいながら
ナースコールとして使え、ビデオ通話で
介護関係者や医療関係者と話ができる。
バイタルセンサーと連動すれば、自動的
に計測され見守りもできる仕組みで介護
施設や、医療関係者の医療施設で使用さ
れている。在宅で介護難民といわれる方々
が、何かあっても助けられるように力を
入れる介護医療のDX化を実装している。

地域課題を解決する「さあ・くる」
イツモスマイルと神山町が共同で開発

し 2023 年春にリリースしたのが、住民
コミュニケーションアプリ「さあ・くる」
と地域公共交通アプリ「まちのクルマア
プリ」だ。このうち「まちのクルマアプリ」
が「Digi 田甲子園 2023」審査委員会選
考枠の民間企業・団体部門において、優
勝となる内閣総理大臣賞を見事に受賞し
た。（2024 年 3 月に結果が発表）自治体
や町民の声を反映して作ったこのアプリ、
同じような課題を抱えている全国の中山
間地域で展開可能にしようと、開発され

た。今まで電話で予約していたタクシーの
手配も、タブレットやスマホから予約がで
き、予約した日時をアプリが事前にお知ら
せしてくれるという安心機能つき。その他、

「さあ・くる」では地域の最新情報を動画
で配信し、ビデオ通話もできる。ビデオ
通話は登録した友達や離れた家族と顔を
見ながら話ができるので、サークル活動
や各種教室などでも利用可能。防災無線
やまちの配布物、JA の市況情報など住民
が知りたい情報を見られる優れものだ。

地域アプリ開発のきっかけは、公共交
通に関する課題だった。2023 年 3 月末
までは町営バスが運行されていたが、利
用者の減少により廃止された。神山町内
の山奥には、いくつもの集落がある。町
営バス利用時も、高齢者がシルバーカー
で何キロも山を下りてきてバスに乗って
いたのは日常で、便数も限られ病院など
決められた時間に行けないなどの課題も
あった。そこで町営バスの廃止に伴い、
個別輸送の形に切り替えた。自家用旅客
個別運送車両という交通空白地だけ走ら
せていい車両が導入できる。神山町では、
タクシーと自家用有償旅客運送車を使い
ながら個別輸送を町の公共交通として、
町が補助する形で個人負担をできるだけ
減らして運用している。85％を町が負担。
15% を利用してる人が支払う。「まちのク
ルマアプリ」でタクシーを呼び 2000 円
分利用すると実際に支払うのは 300 円程
度。バスの料金より 100 円位高い程度で、
しかも家まで来てくれる。多くの町民に
利用してもらえるよう神山町はインター
ネット環境とタブレットを 65 歳以上の方
がいる世帯に貸与無料で対応し、2400 世

帯のなかで、950 世帯にタブレットが現
在配備されている。「まちのクルマ」を使
えるのは高齢者だけでなく、町民全員で、
発着点のどちらかが神山町内なら使用で
きる。上限設定は町内の人が近隣の総合
病院に通える値段の8,000円としている。

幅広い利用例があり好評だ。たとえば、
保護者が共働きだと、送り迎えの負担が
あるので、塾通いや放課後の習い事など
に制約があった。「まちのクルマ」ではバ
スと同じぐらいの値段でドア to ドアで安
心して利用できる。全寮制の学生やまる
ごと高専生なども休日に利用ができ、喜
んでいる。

リリース当初は「うちのじいちゃんや、
ばぁちゃんが、こんなもんできるわけがな
い」とタブレット申込みが少なかったが、
ご近所や友人など同年代の高齢者が楽々
と使っているのを見て、口づてで良い噂
がどんどん広がり申込みも増えた。「さあ・
くる」「まちのクルマ」リリースとともに
デジタルよろづやを目標にしたデジタル
ディバイド対策拠点「さあ・くる神山ラボ」
も 2023 年 3 月に同時にスタートさせて
いる。

どの事業も社会課題解決に一番寄り
添っていきたいという思いがある。日本
一「働きがいがあって働きやすい職場」
を実現しつつ、これからも社会課題解決
に向けイツモスマイルは走っていく。

（文責：藪田ひとみ）

徳島の企業
T o k u s h i m a

Company Profile
会 社 名　イツモスマイル株式会社　
所 在 地　�〒770-0022
　　　　　徳島県徳島市佐古二番町5番11号
代 表 者　代表取締役 大田 仁大氏
　　　　　小泉 卓也氏 和田 文平氏（副社長）
設　　立　2003年7月31日
資 本 金　3,000,000円
従業員数　約350名
事業内容　�各種在宅介護事業、宅配水事業、

デジタルソリューション事業
TEL：088-611-3131
FAX：088-611-3130
URL：http://itsumosmile.jp
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とくしま 起業人
interview

起業の経緯を教えてください。
以前は、看護師として勤めていました。

命の始まりから終わりまで携わる業務に魅
力を感じていました。長く勤めていく中で、
人が長く健康でいられることに関わること
ができないかと思うようになりました。「病
気に発展する前に、予防的なケアができな
いものか。」元々、美容方面への強い関心
もあったことから、セラピストでの起業を
決意しました。

これまでの経験の中で学んだ医学の知識
を用い、体の仕組みを熟知した、心と体の
美を作る効果の高い施術を届ける。美は、
健康であるが故に作られるという持論も
持っていました。看護師を退職後、ヘッド
セラピーをはじめとした技術と知識の習得
に励みました。また、起業の知識を身につ
けるため、起業塾にも 2 年間通いました。

御社の主な事業内容を教えてください。
施術として、ヘッドセラピー、エステ（痩

身含む）を行っている他、スクール事業、
セミナー活動を行っています。カウンセリ
ングを重視し、結果にコミットした施術を
行うことで顧客の満足度を上げています。
ヘッドセラピーでは、60 分・90 分・120
分のコースがあります。疲労の度合いに応
じたメニュー展開をしていて、脳疲労解消
コース・自律神経を整えるコース・目の疲
れ解消コース・快眠に導く睡眠に特化した
コースなどがあります。エステでは、小顔・
美肌・リフトアップの施術、痩身部門は、
キャビテーションを使用したコースなどを
設けています。スクール事業は、施術を教
わりたいという要望が多くなったことで立
ち上げました。睡眠健康指導上級士でもあ
り、良い眠りが、心も体も健康にすること
が当店のポリシーとしてあります。その伝

達手段として、今後は、セミナー活動にも
力を入れていきたいです。企業にも、要望
をいただければ健康に関しての話を行いた
いと思っています。

起業して大変だったことは
何でしょうか？

開業当初は、認知度が低いため集客をど
うするかが課題でした。広告専門サイトへ
価格を下げた宣伝をしていました。集客は
できるのですが、他に安いところがあれば
移ってしまいます。しかし、価格を下げず
に当店のことを宣伝することで、当店のター
ゲットとする顧客にヒットできるようにな
りました。今では、多くの方がリピーター
となり、予約が取れないのは不安だと数ヶ
月先の予約を入れて帰られるようになりま
した。他に、顧客対応も悩みの種になった
ことがありました。看護師時代のように、
すぐに相談できる相手がいません。どんな
お客様にも真摯に対応するように務めまし
た。常に顧客の求めていること、時代のニー
ズに伴って求められているものを模索し、
誠心誠意取り組んでいく。結果、多数のお
客様にはご理解を頂くことができました。

起業して良かったことは何でしょうか？
お客様の嬉しいお言葉に支えられ、たくさ

んの予約を頂けるサロンとなったことです。
「毎月のご褒美」「自分にとってなくては

ならない場所」「なりたい自分を叶えてく
れるサロン」「鳥羽さんだから信用して任
せられる」。すべて実際にお客様から頂戴
したお言葉です。

お客様が心も体も元気になって、もっと
綺麗になりたいという前向きな気持ちにな
れるようなお手伝いがしたい。そう思って、
私は起業しました。その目標と経営の核と
なる思いが、お客様からのお言葉という、
最も嬉しい形で評価して頂けた時は、思い
切って起業して本当に良かったと思う瞬間
です。顧客リピート率 100％、各所での口
コミもたくさん頂戴しております。お客様
に喜んでいただけて、収入も上向き、ます
ますやりがいのあるお仕事となっています。

企業を目指す方にメッセージを
お願いします。

起業時に、ヘッドセラピーに絞ったの
は、他の施術サービスはありふれていても、
ヘッドセラピーなら徳島初にできるかもし
れないと思ったからです。人と同じじゃな
いもの、自分でしかできないことを探して
ください。また、今やっていることは、起
業時には想像もつかないことをやっている
ことも多くあります。好奇心に素直に向き
合ってきた結果だと思います。可能性を信
じ、とにかく行動してください。失敗があ
るから成功がある、人生何があるかわから
ないです。そして、違うと思ったら初心に
戻る。起業塾で教わった理念の大事さは、
今やっと理解できています。やろうとした
ことからブレないことが、堅実な歩みを生
み出します。

創業コーディネーター　
長尾辰彦より

起業塾の時代に、代表が「根拠はないけ
ど、この事業は上手くいく自信があるんで
す。」と言っていたことを覚えています。その
想いだけで成功するとは思いませんが、代
表のように、行動をして、真剣に考えて修
正をしていく。そして、ブレない信念を持っ
ていることがお客さまとの信頼関係を築い
ているのでしょう。お金儲けにこだわらず、
自分の持つ力を世の中のために提供する
ことが、結果自分に戻ってくる。その循環が
大切だと思うとおっしゃっていました。それ
は、代表が施術で意識されている、血液の
巡りが健康な体を作り、心を穏やかに美し
くし、表情も美しくするという循環と繋がる
かもしれないと納得しました。

とくしま 起業人
interview

Head Therapy..Rakunikal♪♪♪
代表者/鳥羽由香里

住所：772-0013　徳島市川内町松岡28-2‒C
TEL：090-9558-5063
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起業の経緯を教えてください。
小学校時に野球でケガをした時、接

骨院にとてもお世話になりました。プ
ロ野球選手になることが夢だったけ
ど、ケガを治す方法で野球（スポー
ツ）に関われることを知り、自分と同
じようにケガで悩む人をサポートした
いと、専門学校で資格を取得し創業を
目指しました。

御社の主な事業内容を
教えてください。

基本的には接骨院として、骨折・脱
臼・捻挫・打撲・挫傷の 5 つに対し
て施術を行っています。特徴は、全国
でも数少ない超音波観察装置（エコー
検査）を用いて、身体の中を画像で見
て判断します。

「怪我は人生を変えます」。スポー
ツをしている選手なら誰しも怪我で悩

んだと思いますが、適切な評価で可視
化すれば、最短で適切な施術が受けら
れます。

起業して大変だったこと、
良かったことはありますか？

起業のための資金を貯めることが大
変でしたが、全体の半分は貯金で半分
は銀行から借りることができました。
また、スポーツでのケガをしっかり治
せるように、スポーツトレーナーを始
めたことも大きく、たくさんのケガの
施術を経験することができました。
「山村先生に診てもらって良かった」

と言っていただけることは何より嬉し
く、起業して本当に良かったです。

起業を志す方にメッセージを
お願いします。

起業はひとりではできないです。自
分も今までたくさんの方に支えられ
て今があります。人は何かの縁で繋が
るので、人との縁を大切にしてほしい
です。また、現場に出てたくさんの経

験を積むことが大切だと思います。自
分も超音波観察装置の経験を得るた
めに 5 年間修業させていただき今が
あります。

取材の感想
自分の仕事について、とても楽しそ

うに話していたのが印象的で、スポー
ツに打ち込む人やケガを治したいとい
う明確な目的で接骨院を起業したス
トーリーを聞くことができました。ま
た、接骨院の経営だけでなくトレー
ナーとしてチームに帯同するなど地域
貢献とやりがいを両立している行動力
や姿勢は見習いたいと思います。近い
将来自分も働くときに仕事に誇りとや
りがいを自分で作り出せるようにした
いと思いました。
（取材：徳島市立高校 1 年 里見亮大）

創業コーディネーター　
里見和彦より

山村代表は、幼少の頃から野球を経験
し、自身も学生時代に野球肘などで接骨
院に通った経験から将来の仕事として資
格を取得し、修業し、創業をしました。接
骨院は多数あるなかで、超音波エコー検
査ができる接骨院は少なく、エコー検査
の診断ができる接骨院で5年修業されま
した。触診だけではわからない身体の中
をエコー検査で見ることがいかに重要か
が大きな差別化になります。スポーツで捻
挫などした時は、是非やまむら接骨院でエ
コー検査することを頭の片隅において訪
ねてみてくださいね。

やまむら接骨院
代表者/山村　颯

住所：板野郡藍住町奥野字乾131-1
TEL：088-676-4578

https://www.yamamurasekkotsuin.com
（令和 5 年 3 月 7 日オープン）
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令和6年度 徳島県経済関係主要施策の概要
 （単位：千円）

（1）地域産業の持続的発展  

新 M&A型事業承継促進事業	 30,000

生産性向上、賃上げや経営基盤の強化など県内企業の成長戦略として
のM&Aを促進するため、事業承継支援機関からなる「M&A型事業承継
促進コンソーシアム」を構築し、対象案件の「掘り起こし」から「マッ
チング」、さらに企業価値・事業価値を高める「磨き上げ」までをトー
タルで支援する。

徳島県地域産業活性化事業	 999,433

地域を支える中小・小規模事業者の持続的な成長を促進するため、身
近な支援機関である商工団体（商工会議所、商工会、中小企業団体中
央会）が実施する経営改善指導に対して補助し、県内企業の自己変革
力の強化を図る。

新 産業DX/GX推進環境整備事業【一部2月補正】	 16,000

県内DX推進機関が実施する支援施策を効率的・効果的なものにするた
め、新たに「DX支援プラットフォーム」を構築し、各種支援施策の相
乗効果を図ることにより、DX/GX推進に取り組む企業の裾野を拡大す
る。

ものづくり企業DX加速化事業	 8,500

ものづくり企業の競争力強化や更なる成長を促進するため、「とくしま
DX推進センター」を核とした「DX推進コーディネーター」による伴走
支援や、AIなどの先端技術を活用した共同研究の実施により、生産性の
向上を促進する。

DXステップアップ推進事業	 2,000

県内企業のデジタルツール導入の効果を高めるため、導入前の業務手
順の見直しやそれに伴う現場環境や周辺システムの整備等を支援し、
DXに向けて第一歩を踏み出す企業を後押しする。

ものづくり企業GX推進事業	 7,200

本県ものづくり産業の構造改革を促進するため、「ものづくり企業GX
推進コンソーシアム」を軸とした産学金官の連携により、ニーズ・シー
ズの掘り起こしや展示会の出展、企業間のマッチングを支援する。

地域産業ブランド化共創事業	 18,450

「LED」「藍」「木工」など徳島が誇る地域資源を活用した産業を時代に
即したブランドに築き上げるため、世界市場を見据えた付加価値の高
い製品づくりや販路開拓等を支援する。

新 海外ビジネストータルサポート事業	 53,000

県内企業の進出意欲が高く、持続的な成長が期待される東アジア・東
南アジアなど重点市場への更なる販路拡大を図るため、海外の小売店
や飲食店等に販路を有する本県独自の流通ネットワークを最大限活用
し、オンラインとオフラインを組み合わせた継続的プロモーションを展
開する。

（2）新たな産業とスタートアップの創出

新 徳島バッテリーバレイ構想推進事業	 7,500

「新たな成長産業」を創出し、「県民所得の向上」や「雇用の拡大」に
つなげるため、「徳島バッテリーバレイ構想」を策定し、サプライチェー
ンを見据えた「蓄電池産業の集積」を図るとともに、「蓄電池産業の基
盤強化」や「人材育成強化」に取り組む。

スタートアップ総合支援事業	 75,380

持続可能な地域経済を牽引する起業家を育成するため、各種セミナー
により起業家精神を醸成し、創業コーディネーターや補助金による支援
を実施するとともに、とくしまスタートアッププラットフォームを活用
したコミュニティを形成し、「準備期」から「創業」、「成長期」、「安定期」
といった、各ステージに合わせて支援する。

新 “AWAラボ”スタートアップ創出事業	 10,000

スタートアップ・イノベーション創出を推進するため、工業技術セン
ターの支援機能強化を図るとともに、高等教育機関や企業との産学官
連携を一層緊密にし、イノベーティブな新製品・新技術開発を一気通
貫で支援する。

戦略的企業誘致強化事業	 10,820

本県の強みを活かした産業集積を図るため、立地検討企業に対する効
果的な情報発信やアプローチを行うとともに、立地企業の認知度向上
や雇用確保に向けたフォローアップに取り組む。

企業立地促進事業費補助金	 1,301,000

	 【令和7～14年度債務負担行為】2,000,000

県内産業の活性化と成長産業の集積を図るため、企業ニーズや社会経
済情勢に即応する補助制度と優れた立地環境を活かし、国内外の企業
による本県への拠点立地を支援する。

（1）就労支援と定着促進

とくしまジョブステーション運営事業	 18,622

県内企業へのUIJターン就職の促進や、若年求職者等のスキルアップ
を図り、雇用の安定化を図るため、庁内各部局や徳島労働局等の関
係機関と緊密な連携を行い、ワンストップで雇用関連サービスを提
供する。

新 とくしまワーク体感事業ネクスト	 6,000

本県の将来を担う「若者のUIJターン就職」を促進するため、「徳島で
働くこと」や「県内企業の魅力」について、就職活動開始前から体感で
きるインターンシップツアーの開催等に取り組む。

Ⅰ 地域経済を牽引する企業の成長と新産業の創生

Ⅱ 労働力・後継者不足対策の推進



07企 業 情 報 とくしま 2024 .4 No.489

とくしま外国人雇用促進事業	 7,600

外国人にとって働きやすい環境づくりを支援し、県内企業の労働力確
保を図るため、「外国人材雇用コーディネート窓口」を設置し、外国人
材及び県内企業双方のニーズを踏まえた、包括的な就労支援を行う。

障がい者雇用促進費	 7,400

障がい者雇用の促進と職場定着を図るため、「企業相談コーディネー
ター」による訪問相談支援を実施するとともに、重度心身障がい者を雇
用した事業主に雇用奨励金を交付する。

（2）職業能力開発の充実強化

新 阿波の技能者「ものづくりの祭典」事業	 6,000

未来の「ものづくり産業」を支える人材の育成や確保を図るため、本県
の優れたものづくり技術の魅力を体感できる「ものづくりの祭典」イベ
ントを開催し、広く情報発信することにより更なる技能尊重機運を醸成
する。

徳島版マイスター制度ステップアップ事業	 6,116

本県産業の持続的な発展を支える人材を育成するため、徳島ならでは
の職業訓練システムである「徳島版マイスター制度」のもと、幅広い世
代を対象に、優れた技能者の育成を支援する。

民間を活用した委託訓練事業	 295,548

職業能力開発を通じて離職者の再就職を支援するため、民間教育訓練
機関等の幅広い教育訓練資源を活用し職業訓練を実施する。

（3）多様な働き方の推進

とくしまスマートワークプロジェクト	 15,000

働きやすい職場づくりを進め、労働力の確保・定着を図るため、県内企
業におけるテレワークの導入や各種業務のデジタル化（＝スマートワー
ク）を支援する。

徳島ものづくり産業雇用創造プロジェクト	 77,910

本県の産業発展の原動力である「ものづくり産業」を活性化し、良質で
安定的な雇用機会を確保するとともに、労働力の確保・定着を図るた
め、多様な就労機会の創出及びニーズに応じた就労等を支援する。

（1）高付加価値なコンテンツ及び持続可能な観光地づくり

新 新たな観光コンテンツ創造事業	 【2月補正】37,000

稼ぐ観光地づくりを推進するため、事業者と地域が一体となった観光
地の高付加価値化事例の創出や、本県の魅力の掘り起こしにつながる
旅行商品造成を目指す旅行会社の取組を支援する。

新 宿泊キャパシティ拡大事業	 15,000

大規模イベント、大型MICE開催時の宿泊対応や、魅力的な宿泊体験の
提供による県内宿泊者数の拡大と観光消費額の増加につなげるため、
宿泊施設の新増設に係る誘致活動等を行う。

宿泊施設投資促進事業	 20,000

	 【令和7～14年度債務負担行為】500,000

宿泊施設への投資を促進し、本県の宿泊者数や観光消費額の増加を図
るため、企業等が旅館・ホテルを新増設する事業に対し、経費の一部を
補助するとともに、資金調達に係る利子相当額に対して利子補給を行
う。

新 にぎわい創出 JUMP UP事業	 90,000

県内外からの観光誘客の促進及び地域経済の活性化を推進するため、
本県ならではのコンテンツの発掘・充実を図ることにより、年間を通じ
県下全域で新しいにぎわいを創出する。

エンジョイ・アップ☆プロスポーツ事業	 17,000

スポーツを活用したにぎわいを創出するため、県民に高いレベルのス
ポーツに触れる機会を提供するとともに、プロスポーツチームの持つ集
客力や情報発信力を活用した本県のPRを実施する。

（2）国内外への情報発信の強化と本県の認知度向上 

新 戦略的海外プロモーション事業	【一部2月補正】139,500

急回復している訪日需要を捉えるため、戦略的なプロモーションや
SNSを利用した情報発信、航空会社と連携した誘客に取り組む。

徳島観光プロモーション事業	 48,100

タイムリーな旅行需要喚起を行うため、旅行トレンドに対応した観光情
報発信、観光人材の育成、観光関連事業者との連携による商談会の開
催、教育旅行誘致セールスの展開、宿泊事業者等と連携した誘客キャ
ンペーンを実施する。

新 秋の徳島おどりフェスタ事業	 80,000

国内外からの更なる観光誘客を促進するため、世界に誇る伝統芸能
「阿波おどり」をはじめ、魅力ある観光資源（自然・文化・食など）を
集約した、特別なイベントの開催やプレミアムな体験コンテンツの創出
に取り組む。

新 魅力あるとくしま「売れる県産品」推進事業	 4,500

本県の加工食品、伝統工芸品などの県産品の国内外への販売拡大を図
るため、県産品の消費者ニーズなどの把握を行うとともに、消費者目線
に立った商品の磨き上げにより、「売れる県産品」の開発に取り組む。

Ⅲ 観光立県の推進～徳島観光復活ビッグバン～    



社労士
　　から一言

年収がある金額を超えると、税金や社会保険料がかかり始
め、手取り収入が減少する場合があります。税金や社会保険
料がかからないように、就業を調整するなどして、年収を抑
えようと意識される収入基準のことを「年収の壁」と言いま
す。

ここでは、行政が支援強化に取り組んでいる、社会保険料
に関する年収の壁を中心に説明します。

1.社会保険料に関する年収の壁
社会保険（年金・医療保険）においては、会社員の配偶者

で一定の収入がない方は、被扶養者（第 3 号被保険者）とし
て、保険料を負担していません。

こうした方の収入が増加し一定の額を超えると、扶養から
外れて保険料の負担が生じます。

〈106 万円の壁〉
従業員が 101 人以上の企業で働く方は、以下の要件に全

て該当すると、厚生年金や健康保険の加入対象者となるので、
扶養を外れることになります。

・所定内賃金が月額 8.8 万円以上
・週の所定労働時間が 20 時間以上
・2 ヶ月を超える雇用の見込みがある
・学生ではない
（注）2024 年 10 月 1 日からは、50 人以上の企業で働く

方が対象となります。
詳しくは、厚生労働省「社会保険適用拡大特設サイト」で

ご確認ください。
https://www.mhlw.go.jp/tekiyoukakudai/
jigyonushi/

〈130 万円の壁〉
従業員 100 人以下の企業（2024 年 10 月からは 51 人以下）

で、配偶者に扶養され働いている方の年収が 130 万円以上
となると、扶養から外れることになります。その場合、その
方は国民年金と国民健康保険の加入対象者となります。

 
このような社会保険制度上の収入基準のほか、企業が支給

する配偶者手当に収入要件がある場合も、就業調整の要因に
なっていると指摘されています。

2.現状と課題解決の方向性
労働者の配偶者で扶養され、社会保険料の負担がない層の

うち約 4 割が就労しています。その中には、年収の壁を超え
た場合、社会保険料負担の発生や、収入要件のある企業の配
偶者手当がもらえなくなることによる手取り収入の減少を理
由として、就業調整をしている方が一定程度存在しています。

行政は、以下の事項を取り組むこととしています。
・ �年収の壁を意識せずに働くことが可能となるよう、短時

間労働者への被用者保険の適用拡大及び、最低賃金の引
上げ。

年収の壁の課題に向けて 
～人手不足時代の対応策～

「人を大切にする」働き方改革・採用から退職までの労働・社会保険の手続き、職場
でのお悩み、助成金、年金の相談は、幅広い知識と情報を有する社会保険労務士へ

まろん社労士事務所
社会保険労務士　大栗 尚子

（注1）毎月支払われる基本的な賃金を指し、時間外手当や家族手当、通勤手当、賞与などは除く。
（注2）�今後1年間の収入を見込む際には、例えば、認定時（前回の確認時）には想定していなかった事情により、一時的に収入が増加し、直近3か月の収入を

年収に換算すると130万円以上となる場合であっても、直ちに被扶養者認定を取り消すのではなく、過去の課税証明書、給与明細書、雇用契約書等と照
らして、総合的に将来収入の見込みを判断することとしている。
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・ �人手不足への対応が急務となる中で、壁を意識せずに働
く時間を延ばすことのできる環境づくりを後押しするた
め、当面の対応として、「支援強化パッケージ」を実行
し、さらに、制度を見直していく。

それではここから、取組の 1 つ「支援強化パッケージ」の
概要を説明していきます。 

3.�「年収の壁」への当面の対応策（「年収の壁・支援
強化パッケージ」）概要
「年収の壁・支援強化パッケージ」とは、下記の（1）～（3）

の 3 つの対応をまとめたものです。

（1）106 万円の壁への対応 
◆ �キャリアアップ助成金 『社会保険適用時処遇改善コー

ス』 を新設。
※�2023（令和5）年10月1日から2026（令和8）年3月31日

までの間に新たに社会保険の適用となった労働者が対象
です。
社会保険適用時処遇改善コースは、下記の①～③のメ

ニューで構成されています。
①�手当等支給メニュー：社会保険を適用させる際に、「社会

保険適用促進手当」の支給等により労働者の収入を増加さ
せる場合

②�労働時間延長メニュー：所定労働時間の延長により社会
保険を適用させる場合（4時間未満の労働時間延長の場合
は、賃金（基本給）の増額も併せて行うこと）

③併用メニュー： 
1 年目に①の取組による助成（20 万円）を受けた後、2

年目に②の取組による助成（30 万円）を受けることが可能。
◉�短時間労働者が被用者保険（厚生年金保険・健康保険） 

の適用による手取り収入の減少を意識せず働くことができ
るよう、労働者の収入を増加させる取組を行った事業主に
対して、労働者1人当たり最大50万円の支援を行います。
なお、実施に当たり、支給申請の事務を簡素化しました。

◉�労働者の収入を増加させる取組については、 賃上げや所
定労働時間の延長のほか、 被用者保険適用に伴う保険料
負担軽減のための手当 （社会保険適用促進手当）とし
て、支給する場合も対象とする。 

◆ 社会保険適用促進手当 
労働者に対し、本人負担分の保険料を事業主が「社会保険

適用促進手当」として支給した場合、最大 2 年間、標準報酬
月額・標準賞与額を算定する際に、当該手当は考慮しなくて
よい。

（2）130 万円の壁への対応 
◆ 事業主の証明による被扶養者認定の円滑化 

被扶養者認定基準（年収 130 万円）について、 労働時間延
長等に伴う一時的な収入変動による被扶養者認定の判断に際
し、事業主の証明の添付による迅速な判断を可能とする。

 

（3）配偶者手当への対応 
◆ 企業の配偶者手当の見直しの促進

特に中小企業においても、配偶者手当の見直しが進むよう、
①�見直しの手順をフローチャートで示す等、わかりやすい資

料を作成・公表する。
②中小企業団体等を通じて周知する。

4.まとめ
「年収の壁」については、足もとでの対応として、期限を

区切った形で上記の支援策を実施し、さらに、制度の見直し
に取り組むこととしています。それと共に、事業主側も労働
者との対話やコミュニケーションを通じて、個々の立場や
ニーズを考慮した包括的なアプローチが求められるのではな
いでしょうか。

出典：
・厚生労働省　年収の壁・支援強化パッケージ令和5年9月27日
・厚生労働省「年収の壁・支援強化パッケージ」について
・�厚生労働省HP「年収の壁・支援強化パッケージ」に関するQ&A（キャリ

アアップ助成金関係）
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久住 武司　徳島県よろず支援拠点チーフコーディネーター

1．はじめに
令和 5 年度は、5 月に新型コロナウイ

ルス感染症の位置づけが「5 類感染症」
に変更され、10 月には税制面で大きな
節目となるインボイス制度が導入されま
した。そのため、アフターコロナに向け
て各種支援制度にも変化が出てきまし
た。また、原油高、原材料費高、人手不
足などの影響により、これまで以上に深
刻な資金繰り相談が増えるなど相談内容
にも数字では見えない変化が表れてきま
した。一方で、女性や、シニア層の男性
による創業のご相談、商品開発・販路拡
大のご相談も目立つようになってきまし
た。

このように様々なご相談に、しっかり
と対応させて頂くため、関係支援機関と
連携しながら、18 名の専門家と 3 名の
推進員が全力で取り組みました。その概
要についてご報告いたします。

2．�徳島県よろず支援拠点の活動状
況について

1）相談対応件数・来訪者数について
令和 2 年度に新型コロナ感染症が始

まってから 4 年目を迎え、令和 3 年度の
ピークを過ぎ、相談件数・来訪者数の数
字上ではコロナ前の状態に戻っておりま
す。（図－ 1）

主な相談内容（図－ 2）については、
施策活用が一番多いものの、令和 3 年度
をピークに大きく減少しております。次い
で経営知識、販路拡大・商品開発・広報
戦略、資金繰りの順になっておりますが、
特に令和 4 年度に販路拡大関連の相談の
件数が資金繰りに関する相談件数を上回
り、その傾向が続いております。これは、
5 月以降はアフターコロナとして、積極
的な事業展開に取り組む経営者や創業に
チャレンジする方々が増えてきたものと

考えております。その一方で、資金繰り
相談の内容は、より深刻化しており、ゼ
ロゼロ融資の本格的な返済が始まった令
和 5 年度は、この数字上には表れていな
い深刻な相談が増えており、今後さらに
厳しい相談が増えることが予想されます。

2）�よろず支援拠点に対する全国満足度
調査結果

よろず全国本部が実施する調査では、
徳島県は全国平均より高い満足度を頂い
ております。

3）�徳島県よろず支援拠点の相談体制強
化について

これらの状況に対応するため、徳島県よ
ろず支援拠点では相談体制を強化し、相
談対応を実施しました。
① �サテライト相談の増設・出張相談所の

開設
金融機関・経済団体などの関係支援機関、
及び市町村のご協力の元、県内各地で出
張相談所を開設しております。

（開設した主な場所）
県西部県民局（毎月1 回）、県南部県民

局（毎月1 回）、日本政策公庫徳島支店（毎
月1 回）、徳島駅前商店街ポッポ街（隔週
日曜日）、徳島市（隔週土曜日：産業支援

交流センター・アミコビル 9F）、鳴門市（不
定期：うずしお会館）、阿南市（毎月各 1 回：
光のまちステーションプラザ、阿南商工会
議所、羽ノ浦町商工会、那賀川町商工会）、
小松島市（毎週木曜日：小松島商工会議所）、
吉野川市（毎月1 回：吉野川商工会議所）、
美馬市（毎月各 1 回：美馬市、美馬市商工
会）、三好市（毎月 2 回：阿波池田商工会
議所）、松茂町（不定期：松茂町商工会）、
中小企業家同友会事務局（不定期）

② Webサイト・SNSによる情報発信

徳島県よろず支援拠点
ホームページ

SNS

4）各種制度の周知と活用支援について
① 事業承継セミナー相談会の開催

徳島県及び徳島商工会議所等と連携し、
建設業界を対象にした事業承継と DX に
関するセミナーを実施しました。本県は南
海東南海巨大地震による地域経済に及ぼ
す影響が懸念されておりますが、建設業
は復興に重要な役割を担う県の基幹産業
であり、事業承継が最も遅れている業界
であります。これまで当拠点に関わりの少
なかった企業も多く参加したことで事業承
継の周知が広がりました。参加者数 30 名

（Web 参加 3 名）

 毎年、よろず全国本部が実施する調査では、常に高い満足度を頂いております。
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満足度調査（よろず全国本部）

徳島県 全国平均
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経営知識 事業計画策定
販路拡大・商品開発・広報戦略
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（図－２）

Ｘ（旧Twitter）
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よろず
徳島県

支援拠点
中小企業のあらゆる経営上の悩みに対応するため、（公財）とくしま産業振興機構内に「徳
島県よろず支援拠点」を開設しています。皆様のお役に立ちそうな支援内容を「徳島県よろ
ず支援拠点」のコーディネーターが交代で紹介していきます。

中小企業・小規模事業者のよろず相談所



徳島県よろず支援拠点

徳島県よろず支援拠点
徳島県徳島市南末広町5番8-8
徳島経済産業会館2階

電話088‐676‐4625
HP https://yorozu-tokushima.go.jp/

【平日】9:00 〜17:45
【休日相談会】
●第２日曜日
　10：00 ～17：00
　徳島駅前ポッポ街
●各週土曜日（月２回）
　10：15 ～17：00
　アミコビル９F

価格転嫁に関する経営相談窓口
を設置しております。

相談希望の方は上記、徳島県
よろず支援拠点にご連絡ください。

よろずにゴー

よろず支援拠点の連絡先は以下のとおりです。

（最新情報を確認して下さい）

受付時間

② �インボイス制度導入に向けた対応につ
いて
インボイスについては、YouTube 動画

を作成し基本的な知識を提供すると共に、
中小企業家同友会や中小企業診断士会等
の支援機関と連携したセミナー相談会を毎
月開催しました。

③ 各種補助金セミナー相談会の開催
国や県の補助金制度「事業再構築補助

金」、「ものづくり補助金」「小規模事業者
持続化補助金」について分かりやすく解説
するセミナー相談会を毎月開催しました。

5）支援機関と連携した取り組み
① �徳島県と連携した「価格転嫁サポート」

の取り組み
令和 5 年 7 月に価格転嫁サポート窓口

を設置し、「価格転嫁サポート個別相談会」
を 8 月から毎月 2 回定期的に開催して参
加を呼びかけ、また、県商工労働観光部
新未来産業課と連携して、徳島経済同友
会の会員様向けにパートナーシップ構築宣
言の普及・促進と実効性の向上に向けた
勉強会を行いました。

② �（公財）とくしま産業振興機構と連携した
「求評会」の開催
とくしま産業振興機構が 9 月に開催し

た「セミナー＋求評会」を支援した際には、
バイヤーに対する商品説明のポイントや説
明の仕方についてアドバイスを行い販路拡
大に繋げました。また、参加者全 12 名に
対するアンケートで全員の方から高評価を
頂きました。

③ �徳島ビジネスチャレンジメッセで「出張
相談会」

徳島ニュービジネ
ス協議会が主催して
毎年 10 月に実施し
ている展示商談会に

「徳島県よろず支援
拠点ブース」を出展
し、相談 対応の実
施と支援活動の PR
を行いました。

④ �徳島市立「はこらいふ図書館」と連携し
たビジネス支援イベントを開催

3 月には、何かしたいけれども日々のタ
スクに追われて一歩が踏み出せない創業前
の方や、やることだらけの創業間もない個
人事業主の方におすすめのセミナー相談会
を「徳島市立はこらいふ図書館」と連携し
て開催しました。

6）具体的な支援事例
① �経営改善支援 

株式会社　徳水運輸
事業計画書の作成支援、金融機関との

信頼構築と資金繰り改善を支援し、収益
力の向上に繋げました。

（相談者の声）
車両ごとの収支状況の把握や試算表作

成をはじめ、事業計画に加えるべきことや
行わなければならないアクションプラン、
実施時期などを一緒に考えてくださり、感
謝しています。取引金融機関にも、私の気
持ちを代弁して説明いただき、信頼関係も
醸成されました。今後のメルクマールにな
る事業計画を実行していくことに大忙しで
すが、引き続きよろしくお願いします。

② �販売全力支援チームによる「展示商談
会出展のススメ」

2 月に開催されました第 57 回スーパー

マーケットトレードショー 2023 で、さらな
る成長を志向する企業経営者と一体となっ
て取り組んだ支援事例をYouTube 動画（14
分）にまとめました。

3．まとめ
徳島県よろず支援拠点は、今後、中小

企業小規模零細事業者を取り巻く社会環
境が大きく変化することが予想される中、
県中小企業活性化協議会、事業承継・引
継ぎ支援センターの三者機関の連携をさら
に強化するとともに、「働き方改革」、「人
手不足対応」や、「GX、DX」など、ポス
トコロナに向けた様々な経営課題に関係す
る支援機関や金融機関との連携を強化し、
中小企業・小規模零細事業の経営者の皆
様支援にしっかりと取り組んで参ります。
皆様のご相談をお待ちしております。
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平成長久館セミナー

セミナーについての詳細は、
こちらのページで御確認ください。

とくしま経営塾「平成長久館」では、開催するセミナーの
ご案内などを掲載した「長久館メールマガジン」を発行し
ています。
次のQRコード先よりお申し込みいただけましたら、ご登
録情報へ開催セミナーのご案内をさせていただきます。

皆様のお申し込みをお待ちしています。

　　お申し込みはこちら

　  平成長久館メールマガジンのご案内
■ 企業力の強化、企業や組織の核となる「人財」の育成を支援

とくしま経営塾

× Digital平成長久館 長久館

企業の人財育成・新事業展開を目指すデジタル技術を活用した

デジタルちょうきゅうかん

近日開催の平成長久館セミナー一覧
セミナー名 開催日時 場所 概要 受講料

来場者に刺さるブースづくり、
できていますか？
展示会活用セミナー

全4回�
第1回 4月25日�
第2回 5月8日�
第3回 5月23日�
第4回 6月6日

とくしま産業振興機構

展示会で成果を出すためには「商品力」だけでな
く「伝達力」が欠かせません。このセミナーで
は、展示会の来場者に自社の価値・強みを伝え、
誓約を得るための方法についてお伝えします。

無料

価格転嫁サポート窓口
個別相談会 5月13日 とくしま産業振興機構

価格交渉に関する基礎的な知識や原価計算の手
法の習得支援を通じて、下請中小企業の価格交
渉・価格転嫁に関するご相談をお受けします。

無料

IT 導入補助金活用セミナー 5月14日 とくしま産業振興機構、
オンライン

IT導入補助金を申請したいけれどもよくわからな
い人向けに、申請の手順をわかりやすく説明しま
す。

無料

資金繰り個別相談会 5月14日 とくしま産業振興機構、
オンライン

新型コロナウイルス感染症対策で借入れたゼロゼ
ロ融資をどうやって返済するのか、また資金繰り
についてすべてのご相談をお受けします。

無料

Chat GPT 生成系AI
活用セミナー 5月16日 徳島県中小企業家同友会、

オンライン

Chat GPTをはじめとした各種生成系AIを業務に
活用するために、その概要と業務への応用方法を
解説します。

無料

小規模事業者持続化
補助金活用セミナー 5月17日 とくしま産業振興機構、

オンライン

新たな時代の経済社会の変化に対応する中小企業
の為の「小規模事業者持続化補助金」の申請書作
成のポイント等を解説します。

無料

価格転嫁サポート
窓口個別相談会 5月20日 とくしま産業振興機構

価格交渉に関する基礎的な知識や原価計算の手法
の習得支援を通じて、下請中小企業の価格交渉・
価格転嫁に関するご相談をお受けします。

無料

コロナ後の経営支援と
金融支援セミナー 5月21日 とくしま産業振興機構、

オンライン

コロナ後、金融庁の方針が資金繰りから経営改善
に大きく転換されました。厳しい状況を認識し、
今後どのような経営判断を行えばいいのか。ぜ
ひ、一緒に考えていきましょう。

無料

世界の IT 先進国に学ぶ！
日本の中小企業が目指すべき
方向性

5月29日 とくしま産業振興機構、
オンライン

様々なIT先進国を自ら訪問し体験してきた講師を
お迎えし、「世界では今、どのような産業が、ど
のようにDX化し発展を遂げているのか？」「こ
れを踏まえて日本の中小企業が取り組むべきこと
は何か？」について解説していただきます。

無料
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とくしま経済飛躍ファンド活用事例  パイロット・ラボラトリー

　1　創業した背景や今までの取り組みなど
　　　について教えてください。
 
名称【全周発光LEDランプの開発】
私は半農半エンジニアとして、働いています。Uターンで34

歳のときに埼玉県から故郷に帰ってきました。「なると金時」の
「里むすめ」を父と一緒に作っています。父も半農半エンジニア
です。父に憧れエンジニアの道を選び、自動車メーカーで未来
型電動オートバイの研究に携わってきました。「他にはない、真
似ができないモノ」を作るのがもともと好きでした。帰ってき
てから再びエンジニア魂に灯がついたのは母の「手元を照らす
LEDの灯りが欲しい」という言葉でした。世界に一つしかない
プロダクトを製作し、母に喜んでもらえるだけでなく、世の中に
も出せるものにしたいと、試行錯誤を繰り返しながら製作しま
した。デザイン性も高い一輪挿しに活けた花をモチーフにした、
「Flumie（フルミエ）」が完成しました。フランス語でFluer（花）
＋ lumiere（光）を組み合わせたネーミングです。建築家の叔
父にも贈ってから口コミで評判が伝わり商品化を求める声もあ
り、改良を重ね製品化しました。東京の展示会にも参加し、海
外のメーカーからも評価をいただきました。徳島県関連施設、
県内企業や、欧州本部にも製品を置いています。2018年にパ
イロット・ラボラトリーを創業し、Flumie の製造販売や LED
の専用機材開発事業など LEDを使ったモノづくり、LEDの可
能性を追求しています。

　2　ファンドで開発した商品や経緯を
　　　教えてください。

老舗の照明メーカーから「一般のLED電球をシャンデリアに
使うと輝きが鈍い。シャンデリアに用いても輝きが増すLEDの
光源ができないか」という相談をいただきました。通常のLED
電球は光の広がりがおよそ180度までしかないためシャンデリ
アには適していませんでした。「今までにないモノを作る」のが
私の信条です。シャンデリアだけでなく、コントラストを強め
て印象的な演出を目的とした照明器具にもつかえるスタンダー
ドLEDに発展できる製品を考えました。他にない全方向に向け

て光を放つLEDの発光体開発に、ファンドを活用して挑戦した
のが「全周発光 LEDランプの開発」です。
全方向に光らせるためには何が良いのか、また放熱もできる

ように発光部と照明器具ともにサイズ、形、素材などデザイン
性も考えながら、ありとあらゆる挑戦をしました。その結果、
たどり着いた発光部の形が正十二面体でした。大きさは約7ミ
リの球状です。明るさは 40ワットの白球電灯と変わらず、最
大で500ルーメンあります。「他に真似ができない」手作りです。
厚さ0.3ミリの銅板で作った正十二面体の表面に1.7ミリ角の
LED11個を自分の手で取り付けています。銅板が割れないよ
うな力の入れ具合など、すべての工程が繊細で、一つ一つ丁寧
に作っています。立体のメリットを活かし、消費電力も少なく、
機能性とデザイン性の高いものができました。とても小さいで
すがシャンデリアやテーブルランプなどもキラキラと輝きます。
根底にあるのは「本当に良いものをみなさんに届けたい」とい
う想いです。『世に出す価値があるんだ』という自分の感性を信
じてモノづくりをしています。

　3　ファンドを活用して良かったことや
　　　今後について教えてください。

ファンドを活用したことで資金面はもちろん、期限を決めて
製品を開発することができました。球状の発光体は国内初で、
他にないものだと自信を持っています。ホテルアンドレストラ
ンショーにも出展します。シャンデリアだけでなくレストラン
のテーブルの照明、ランタンなどの用途にも使えます。PRも
しながら協力企業を募っていきます。今後も積極的にファンド
を活用していきたいです。

とくしま経済飛躍ファンド事業では、他にも多くの県内
事業者の新商品開発・展示会出展を支援してきております。
当事業についての詳細は、こちらの連絡先で御確認ください。
TEL 088-654-0103
機構ウェブサイト
https://www.our-think.or.jp/305385/　

代表　山中佑允　鳴門市里浦町恵美寿150　e-mail:yamanaka@flumie.com
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徳島で活躍する様々なクリエイターを紹介するウェブサイト『徳島クリエイ
ターズ・ライブラリ』。こちらのページでは『徳島クリエイターズ・ライブラリ』
の登録クリエイターのインタビュー記事をお届けします。
徳島市両国本町商店街の一角にある小さなオフィス『ninosun design』。

ここは若手の女性グラフィックデザイナー・神倉里江さんのデザイン事務所で
す。NPO法人のボランティアからデザイナーとしての道を歩み始めたという
神倉さん。今回のクリエイター訪問記は、そんな彼女のお話です。

グラフィックデザイナー

神倉 里江さん

「私は運動が苦手で、学生時代の体育
祭とか特に出番もなくて全然役に立てな
かったんですよ」と、いきなりネガティブ
な話をし始める神倉さん。しかし、その
境遇こそがグラフィックデザイナーを目
指すきっかけになったのだといいます。

「ある年の体育祭で、クラスのみんなで
着るTシャツのデザインをすることになっ
たんです。そのデザインが結構好評で、
体育祭の本番で活躍の場はなくても、私
はこういうところで活躍できるんだ、と実
感したのを覚えています」

その後、本格的にデザインを学ぶため
に大学へ進学した神倉さん。そしてその
在学中に NPO 法人アクアチッタに出会い
ます。そこでボランティア活動をしてい
たわけですが、ひょんなことからアクア
チッタの様々な広報物のデザインを担当
することに。でも、それが大学での学び
以上にグラフィックデザイナーとして成
長できる経験になったのだとか。

クリエイターとしての成長期

「最初はとあるイベントのフライヤーを
デザインさせてもらったのですが、当時
まだ大学一年生だったこともあり、スキ
ル不足だったんですよね。そのデザイン
がみんなに酷評されて。でもその悔しさ
をバネに、自分で勉強したり教えてもらっ
たりしながら、デザインを続けていまし
た。そうしているうちに自分が段々とレ
ベルアップしているのを実感して。大学
時代にそういった実務経験ができたのが
私にとっては一番大きなことで、ラッキー
なことだったと思います」

大学時代はそういった仕事に夢中に
なっていたために、就職活動を一切して
いなかったという神倉さん。すでに何社
かクライアントも抱えていたこともあり、
卒業後はそのまま個人事業のグラフィッ
クデザイナーとして活動していくことに
なります。

チームの一員になれるデザイナーに

神倉さんの個人事務所『ninosun design
（ニノサンデザイン）』のニノサンとは、「い
ち、にの、さん」という掛け声からつけ
たのだとか。その心は、クライアントが
持つアイデアや事業を一とし、その後の
二と三をデザインでサポートするという
こと。

「昔から何かのチームの一員になること
の喜びを感じていて。その原点は学生時
代の体育祭での経験でしたが、今でもそ
の感覚は大切にしています。そのために、
どんなチームの中に入っても役に立てる
ようスキルを磨き、クリエイターとしての
引き出しを増やしてきたつもりです」

グラフィックデザイナーとして『ニノ
サン』を共にするということは、チーム
の一員になるということ。独善的なクリ
エイターではなくチームプレイヤーであ
ることは、神倉さんの大きな強みであり、
彼女ならではの特長なのかもしれません。

『ニノサン』を共にするチームプレイヤーとして

INTERVIEW

TOKUSHIMA CREATORS LIBRARYは、徳島県内のクリエイターを掲載・データベース化
したウェブサイトです。多くのクリエイターの登録を促すことにより、商品開発やプロモーショ
ンにあたり、県内クリエイターの技術や創造力を探している企業や人々が、希望通りのクリエイ
ターに出会う契機となることを目的としています。また、デザイン関連のセミナー情報なども発
信しています。

徳島クリエイターズ・ライブラリ

facebook
https://www.facebook.com/
tokushimacreatorslibrary

X（旧twitter）
https://x.com/
TokushimaCre

https://tokushima-
creators.net/
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デジタル関連産業を
推進する長寧区
上海事務所がある上海市長寧区には、日本をはじめと
する各国・地域の経済団体や自治体などの拠点・事務
所が多く存在しています。上海市国際貿易促進委員
会が主催する、長寧区への投資促進を目的とした会議
「外国経貿機構看上海－走進長寧」に参加しました。

上海市の中央部やや北寄りに位置する長寧区（ちょう
ねいく、中国語読みチャンニン区）は面積 38.3㎢（上海
市全体の 0.6%）、人口は約 67 万人（同 2.8%）。面積、
人口ともに市内 16 区の中で下から数えて 3 番目ですが、
手軽に行けて規模も大きい上海動物園や 2023 年に大規
模な改修工事が完了した中山公園、歴史的建造物を残し
た愚園路など、区内の名所には多くの市民が集まります。

また、上海日本総領事館をはじめとした各国の在外公
館に加え、日系を中心に拠点を置く外資系企業や自治体
事務所などが多数存在しています。上海事務所のある「上
海国際貿易センター」の入居者を示す看板を数えたとこ
ろ、表示のある約 200 社のうち日系と思われる企業・団
体が半分程度を占めています。詳しい数値は不明ですが、
区内に居住または勤務する日本人を中心とした外国人も
相当数に上るものと思われます。

2 月下旬に、都市部の経済や文化の振興を目的として
音響機械製造工場跡地に建設された「WYSH 翡悦里」で
開催された「外国経貿機構看上海－走進長寧」には、日
本のほか欧米やアジアなど各国の経済団体や自治体事務
所などから約50名が参加。上海市国際貿易促進委員会（上
海市貿促会）や長寧区政府、区内に拠点を置く主にデジ
タル関連企業などから参加した約 20 名とともに長寧区
の投資誘致政策や取り組みなどについて意見を交わしま
した。

会議では冒頭、上海市貿促会の楊東昇副会長が「上海
市内にある海外の経済団体の 20% が長寧区に集中してい
る。区としても海外からの投資促進に関する取り組みを
強化しており、本日の会議により参加者の長寧区への理
解が深まるとともに、相互交流の場になることを期待す
る」とあいさつ。続いて、区政府から投資環境や投資誘
致政策についての紹介がありました。

区内には大手ネット販売の「拼多多」、海外ブランドの
ネット販売を手掛ける「百秋尚美」、各種アプリのプラッ

トフォームを提供する「飛書深諾」など、デジタル関連
企業の拠点があり、今回の会議でも各社の取り組みが紹
介されました。面積が小さく、大部分が開発済みの長寧
区では、今後の経済成長に向け総生産額の 2 割を占める
デジタル関連産業のさらなる推進に力を注いでいること
が分かります。

会議の最後には長寧区政府の翁華建副区長から「長寧
区はブランドデジタルセンターを設立している。各国の
ブランドが集まる長寧区で、各国の機関が参加して対面
での交流ができたことに大きな成果があった」と評価。
今後、双方の交流をさらに進めたいという意気込みを語
りました。

上海市の面積は約 6300㎢（徳島県の 1.5 倍）で、郊
外に行くと農地や原野が広がっている地域がある一方、
長寧区のようにオフィスビルや商業施設、居住施設が立
ち並ぶ地域もあります。地域の環境に即した政策を進め
る長寧区の取り組みは、同じ行政の立場として参考にな
るものでした。古きと新しきがマッチした長寧区内をご
案内いたしますので、皆様には機会がございましたら、
ぜひ上海事務所にご来訪ください。

アジア展望
上海事務所だより

山田 寛之
（公財）とくしま産業振興機構

上海事務所　所長

「外国経貿機構看上海－走進長寧」の模様
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お知らせ

徳島県の経済団体・支援機関から企業の皆様のお役に立てる情報をお伝えしています。徳島経済産業
会館だより公益財団法人 とくしま産業振興機構

来月号は、機構の令和6年度事業の概要を御紹介します。

スタートアップ創出促進補助金募集のお知らせ

であなたの創業を応援します！

● 人件費（代表者、役員の人件費は除く）
● 店舗等借料、設備費、原材料費、借料
● 知的財産権等関連経費
● 謝金　　● 旅費
● 外注費、委託費
● マーケティング調査費　　● 広報費

徳島県内で新たに創業等する方に対し、
必要な経費の一部を補助します ２００万円補助上限額補助上限額

１ / ２以内補助率補助率

費経象対 費経象対

BB 事業承継又は第二創業をする者で、次の①から④の全てに該当する者
① 本事業の公募開始日以降、本事業の補助事業期間完了日までに Society5.0 関連業種等の付加価値の高い産業分野
　 で、地域課題の解決に資する社会的事業に関する事業を、事業承継、又は第二創業により実施する個人事業主もしくは
　 株式会社、合同会社、合名会社、合資会社、企業組合、協業組合、特定非営利活動法人等の代表者となる者であること。

② 県内に居住していること、または、本事業の補助事業期間完了日までに県内に居住することを予定していること。 
③ 個人事業の開業届出又は法人の登記を県内で行い、事業承継又は第二創業により県内で新たに事業を実施する
　 ものであること。
④ その他補助金を交付することについて適当な者であること。( 詳細は募集要項参照 )

新たに創業する者で、次の①から④の全てに該当する者AA
① 本事業の公募開始日以降、本事業の補助事業期間完了日までに個人事業の開業届出もしくは株式会社、合同会社、合名
　 会社、合資会社、企業組合、協業組合、特定非営利活動法人等の設立を行い、その代表者となる者であること。
② 県内に居住していること、または、本事業の補助事業期間完了日までに県内に居住することを予定していること。
③ 個人事業の開業の届出又は法人の登記を県内で行うこと。
④ その他補助金を交付することについて適当な者であること。( 詳細は募集要項参照 )

次のAまたはBのいずれかに該当する方を対象とします者象対 者象対

次に掲げるいずれかの社会的事業分野に該当する
等の条件を満たす事業を対象とします業事象対 業事象対

① 県内研究機関の技術シーズを活用、製品化を図る光 (LED) 関連分野
② 特産品や文化等の徳島県特有の資源等を活用した商業・サービス業関連分野
③ 子育て・社会福祉関連分野
④ まちづくり・過疎地域活性化分野
⑤ その他の地域課題の解決に貢献する分野 
※ 補助事業者は「審査会」を経て決定されます。   

1 次募集の申請の流れ

事前相談
４月～５月１３日

申請書提出
（事前相談必須）

～５月１９日

書面審査、審査会
（申請者プレゼンあり）

６月中

交付決定、事業開始
７月１日～（予定）

11次募集次募集
事前相談 ～

令和６年令和６年

４１日月 月 5 １3日月 月

申込書提出 5 ２０日月 月 午後５時必着 
（持参、簡易書留による郵送または Eメール）

次募集次募集22 ７月下旬から募集予定（詳細は機構WEBサイトをご確認ください）令和６年令和６年

応募にあたっては、とくしま産業振興機構サイトに掲載の募集要
項等を御確認頂き、５月１３日（月）までに事業概要を必ず御相
談ください。
相談御予約は電話、または E メールにて、平日午前９時～午後５時
４５分で承っています。

募集ページ

創業
しません

か？

とくしま
で


